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表題の実習ツアーは本年 3 月 5日から 19日にかけて、日程・実習内容ともに予定通り実

施された（表 1）。参加者は日本各地の 5大学とネパールと韓国の３大学から学部及び大学

院の学生 14人に日本とドイツの一般市民 3 人の合計 17人で、引率・指導は筆者とトリブ

バン大学（TU）の S. Poudel が務めた（図 1、図 2、表２）。 

表１ SHET-14 の旅程と実習内容 

 

実習ツアーチームの参加者は 3 月 4 日から 5 日にかけてカトマンズ市タメルのホテル

Mountain Gateway に集合した。この日は昨年９月の政府崩壊を受けた総選挙があり、不

安定な状況で、かつ交通が全面禁止とのことでいろいろと危ぶまれたが、実際は市内の治

安は軍隊によって守られており、空港からホテルへの交通も確保されていて問題はなかっ

た。ただし、米国ｘイラン戦争を受けて中近東経由のフライトが止まったためにドイツの

一般参加者の到着が 1 日遅れたり、日中関係の悪化による中国系フライトのキャンセルの

ために日本の参加者の 1 人はツアー参加キャンセル、2 人は高価なフライトに乗り換える

など、国際情勢の影響があった。 

3 月 6 日の午前中のプレフィールドセミナーの後、午後にはカトマンズ市西部の世界遺

産スワヤンブナート寺院へのグループツアーが行なわれた。総選挙翌日の治安問題のため

に例年多数参加のトリブバン大学（TU）の学生らの参加は少なかった。また、19 時から



はホテルで恒例の日・ネ交流・親睦夕食会の予定であったが、TU 教員の参加は得られず、

実習チーム内の親睦夕食会となった。 

 

図 1．SHET-14 チーム一行、カグベニ東のテラスで、ニルギリ峰をバックに 

 

図 2 SHET-14 ツアーコースと日程 



表 2 SHET-14 参加者名簿 

 

3 月 6 日、午前中は大学閉鎖中のためタメルのホテル Kailash Kutee でプレフィールド

セミナーがあり、B.N.ウプレティ教授による「ヒマラヤの構成と起源」ほか日・ネの教員

による３講義があった。 

7 日～16 日は例年通りの日程と実習が支障なく行なわれたが、全日程を通じてどこも濃

い霞が立ちこめており、白いヒマラヤが見えたのは 9 日～10 日にダウラギリ峰が少しとニ

ルギリ峰だけで、例年感動を受けるアンナプルナ―マチャプチャレ連山を全く見ることが

なかったのは残念であった。TU の教員によると、近日の異常なもやの発達はイランの石油

施設の炎上が原因とのことであった。以下に実習内容で特筆されたことを日程を追って記

述する。 

7日、カトマンズナッペ下部の眼球片麻岩露 

①頭で、片麻岩露頭の下部、Mahesh Khola 右岸斜面に暗灰色黒雲母片岩が広く露出し

ており（図３）、眼球片麻岩とは明瞭な接触境界が観察された。 



 

②9日、ムクチナート西のアンモナイト

化石多産スピティ層露頭は地質鉱産局と

地元民の強い要請のため採集実習はでき

ないことになっており、簡単な見学を行

なうに止めた。 

③10 日、カグベニ対岸から南方にかけ

ての大露頭では、崩積で大きく隠された

地層の連続性と褶曲・断層構造が問題で、

例年通り想像力を働かせたスケッチ実習

を行なった。 

④Chaktan Khola では右岸車道では右

岸を横切る車道では昨年に引き続く道路

拡張工事で再び新しく新鮮な STDS 露頭

が現れていた。ここではテチス石灰質砂

岩、花崗片麻岩と細粒黒雲母花崗岩脈の

関係が明白であった（図４）。 

⑤11 日、高ヒマラヤ片麻岩帯では例年

通り各種の片麻岩を詳しく観察できたほ

か、例年観察出来なかった珪線石黒雲母

片麻岩が Ruptse Khola 南方数百米地点

で観察された。 

⑥14 日、Ramdhi 南の Angaha Khola

では、車道から容易に河床に降りること

ができたが、その地点から上流に１ｋｍ

以上遡行を強いられ、ようやく見事なス

トロマトライト巨転石をただ一個発見し

た（図５）。来年以降はずっと上流から河

床に降りることが推奨される。 

⑦15 日、低ヒマラヤ帯 Dumri 南の

Tinau Khola 河岸のタンセン層群５累層

の認識と構造について、S.Poudel が従来

の認識への疑問を示した。来年以降には

他の TU 教員との議論を踏まえて再検討

したい。なお、例年実施されていた

Bhutwal での MFT 観察は不要と判断し

て行なわなかった。 

⑧16 日、Bairahawa の東 30 km ほど

の地点で MFT, シワリーク山脈とマハ

バラート山脈を観察した。この地点は来年度以降の MFT とヒマラヤ造山帯全貌の望見に

 

図 3 眼球片麻岩（手前）と黒雲母片岩（下方） 

  

図 4 STDS位置に現れたテチス堆積岩と河口片麻岩

の接触露頭 （スケールは 2m、福本朝陽君提供） 

 

図 5 アンガハ谷のストロマトライト巨転石 



適していると思われた。今回はもやのために残念ながら高ヒマラヤは全く観察できなかっ

た。 

 

野外ツアー期間では例年見られた風邪や胃腸障害の罹患者は無く、2人の学生が軽い高度

障害を被っただけであった。しかし高所から下って来た 10日の Chaktan Khola 観察時に

女子学生の一人が突然呼吸困難症を発症し、救急車で Lete の県立ジョムソン病院に運ばれ

た。診断の結果ダイヤモックスアレルギー症で、1 晩入院治療を受けたが回復せず、翌日

の 11日に救急ヘリでポカラの Nepal Munipal Teaching 病院に緊急入院、集中治療室で 2

日間治療を受けて回復し、14日に退院した。しかし体調が万全ではないためにその後のツ

アーには参加できず、2 日間ポカラで休養の後に飛行機でカトマンズに戻り、ツアーチー

ムに合流した。この間、チームの１～２人が付き添ったので、それらの人たちは 11日以後

の野外ツアーの一部には参加できなかった。 

チームがカトマンズ帰着翌日の 17日には全員が参加してサマリーセミナーが TUの教室

主任をはじめ教員数人の参加を得てタメルのホテルで 16 時～19 時に行なわれ、その後お

別れ懇親夕食会があった。18日は多数の TU 学生との合同市内ツアーが行なわれ、夕食の

後に SHET-14 チーム解散となった。18 日深夜には大勢のメンバーが、19 日から 23 日に

かけて残りのメンバーがカトマンズを離れた。 

 

SHET-14の収支決算によると（表３）実習ツアーの経費は指導教員とＴＵ学生を除

く 15人で一人当たり 118,376円であった。一般参加者や１組織等による寄付金の総額

は 282,810 円で 15 人の一人当たり 19,521 円であった。結局学生参加費は 118,376－

19,521=98,855円、一般参加費はプラス 50,000万円で 148,855であった。 

以上、今回の実習ツアーではメンバーの入院・付添いなど例年にないことがあったが、



そのこともあってか、メンバー間の交流は親密で、連帯感・親近感が例年になく強くなっ

たようである。グループラインも大いに活用され、日本語と英語が半々で大変にぎやかで

あった。 

実習ツアーでは地質・地形観察は例年通りに行なわれたが、既述のようにもやの異常な

発達のためにヒマラヤの見事な高峰を仰ぐ機会が極端に少なかったことに加えて、一部の

メンバーが全行程に参加できなかったことは真に残念であった。 

   


